
 

 

 

 

 

 アルミニウムβ－ｆｉｂｅｒの極点図測定間隔に関して 

 

 

 

  

   

 

   測定間隔を変えて測定し ODF解析した間隔別 ε－ｆｉｂｅｒ図 
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    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 
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    材料―Ａｌ￥ホームセンタ－Ａｌ測定￥Co-target￥5.0deg-2.5deg-1.0deg 

         不明な点はご質問下さい。 
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概要 

 従来極点図は５．０度間隔で測定されている。この測定間隔によるＯＤＦ解析結果の変化を調べる為、 

   ２００８年に測定、解析されていたデータの見直しを行いました。 

 

測定材料 

   測定材料は市販されているアルミニウム材である。 

 

測定装置 

 RINT2200＋多目的試料台、Ｃｏターゲト使用（ｄｅｆｏｃｕｓ軽減対策） 

 

 

極点図の比較 

測定間隔は、材料名の－５ｄｅｇ、－２．５ｄｅｇ、－１．０ｄｅｇで表す。 

 

 

 

 



Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ－ＯＤＦ解析Ｅｒｒｏｒ状況 

5.0deg  

2.5deg  

1.0deg  



ＶａｌｕｅＯＤＦで評価（大きな問題はありません） 

 

 

 



ＯＤＦ比較（φ２＝４５断面） 

5.0deg 

2.5deg 

1.0deg 

 

 



Ｆｉｂｅｒ（φ１＝９０、φ２＝４５、Φ０－＞９０） 

 

測定間隔により、若干のずれが観測される。測定間隔による問題か？ 

Copper Modelling(10% FWHM=20deg) 

 

 



ＯＤＦ解析を１／４対称（Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ）で行った再計算極点図比較 

 ほぼ同一な結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ解析Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ比較（結果は異なる） 

  

  

  

Orthorombicはφ１の 0->360を 0->90に平均化が行われている。 

よって、φ１の 0->90と 90->180にずれがあり、平均化して Orthorombicのφ１の位置になっていると 

想像されます。前のModellingの結果から計算 Copper位置には、φ１が 90->180は一致している。 

 

 

Step=5.0deg 

青：Triclinic 

赤：Orthorombic 

Step=2.5deg 

青：Triclinic 

赤：Orthorombic 

Step=1.0deg 

青：Triclinic 

緑：Orthorombic 



全て５．０度間隔に変換して評価 

 ＬａｂｏＴｅｘでは間隔を変更する手段があります。 

ODFをＥｘｐｏｒｔして FiberMultiDisplayで確認しました。 

以下は 1.0間隔を 5.0間隔に変更しています。 

 

 

Step=5.0deg      Step=2.5deg －＞5.0deg 

 

Step=1.0deg ―＞5.0deg          5.0に変換したε-fiber 

  

1.0、2.5で測定した結果を LaboTexで 5.0とすると、結果は一致する。 

 

 



解析結果評価 

FCCのβ-fiber材料であるアルミニウム材を測定間隔、5.0,2.5,1.0度の測定を行い、 

1/4対称、非対称の ODF 解析を行った。測定間隔の異なる結果を評価する方法として 

BCC のε-fiber（φ１＝９０、φ２＝４５、Φ０－＞９０）を用いた。 

従来は、１／４対称で ODF解析が行われているが、 

同一試料で非対称のφ２＝４５、１３５、２２５、３１５のε－ｆｉｂｅｒは一致しない。 

この原因は光学系、或いは材料の問題と考えられる。 

しかし、測定間隔により、ε-fiber位置は一致していないのは測定間隔が原因と考えられる。 

１／４対称におけるε-fiberではピーク位置は測定間隔 5.0と 2.5では差が１度である。 

LaboTexで各測定結果を 5.0としてε-fiberの方位位置は一致している事から測定でのずれは 

存在していない。測定間隔が結果に影響している事は明白である。 

 

このような事から、測定時間、解析画面等を考えると 

測定間隔により、真の位置からずれが考えられるが、５．０度を一般的とし、 

又、２．５度間隔でＯＤＦ解析する場合、各種ツールの関係から５．０に変換する事も出来るので 

  精密解析をされる場合、２．５度間隔測定を推奨します。 

 

 

 

      


